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  知
的
生
産
性
研
究
会
 

医
療
環
境
小
委
員
会
 

 20
10
年

3
月

25
日

 
中
山
茂
樹
 

千
葉
大
学
大
学
院
 

  １
．
医
療
環
境
に
お
け
る
知
的
生
産
性
と
は
 

 
医
療
は
も
の
の
「
生
産
」
は
し
て
い
な
い
が
、
限
ら
れ

た
施
設
・
環
境
・
人
的
資
源
の
中
で
、
患
者
に
対
し
て
医

療
・
看
護
を
提
供
し
、
患
者
の
健
康
を
支
え
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。い
か
に
効
率
的
に
医
療
を
提
供
す
る
か
は
、

「
生
産
性
」
と
し
て
の
概
念
で
く
く
ら
れ
る
。
一
方
そ
の

成
果
・
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
は
、
対
象
と
す
る
患
者
数
、

短
期
間
で
の
医
療
完
了
、
治
癒
成
績
、
生
存
率
な
ど
が
指

標
と
な
り
、総
合
的
に
は
平
均
寿
命
な
ど
で
示
さ
れ
る
が
、

最
終
的
に
は
人
々
の
生
活
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
と
こ

ろ
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

 

 ２
．
医
療
環
境
に
お
け
る
生
産
性
の
対
象
 

 
オ
フ
ィ
ス
等
に
お
け
る
ワ
ー
カ
ー
に
相
当
す
る
の
は
、

医
療
環
境
に
お
い
て
は
医
療
提
供
者
と
し
て
の
医
師
・
看

護
師
等
で
あ
る
が
、
医
療
対
象
者
と
し
て
の
患
者
の
存
在

を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
も
そ
も
医
療
の
目

的
は
患
者
が
本
来
持
つ
自
然
治
癒
力
を
阻
害
す
る
要
因
を

取
り
除
く
こ
と
と
も
さ
れ
、
あ
く
ま
で
患
者
が
中
心
と
な

る
べ
き
で
あ
る
。
当
小
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
両
者
を
取

り
扱
う
も
の
と
す
る
。

 

 
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
は
医
療
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
指
標

と
し
た
治
癒
成
績
で
あ
る
。

 

  ３
．
こ
れ
ま
で
の
成
果
 

①
IC

U
を
含
む
病
棟
に
お
け
る
建
築
計
画
的
な
看
護
動
線

調
査
等
に
よ
り
、
看
護
提
供
の
生
産
性
に
関
連
す
る
、
病
院

建
築
・
設
備
計
画
に
つ
い
て
、
報
告
し
た
。

 

②
が
ん
専
門
病
院
に
お
け
る
調
査
に
よ
り
、
医
療
資
源
と
し

て
の
、
病
床
数
・
医
師
数
・
検
査
件
数
等
と
が
ん
患
者
の
取

扱
件
数
お
よ
び
生
存
率
に
相
関
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
こ

れ
を
生
産
性
と
見
な
し
た
。

 

③
生
産
性
に
関
す
る
活
動
と
医
療
環
境
内
の
諸
室
に
お
け

る
マ
ト
リ
ク
ス
内
に
、
医
療
・
看
護
行
為
を
設
定
し
、
そ
れ

ら
の
達
成
に
必
要
な
環
境
条
件
を
検
討
し
た
。
対
象
は
も
っ

と
も
患
者
利
用
の
多
い
病
棟
と
診
療
関
連
を
代
表
す
る
手

術
部
と
し
た
。

 

④
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
の
治
癒
の
測
定
は
難
し
い
が
、
そ
れ

ら
を
指
標
と
す
る

EB
D
（

Ev
id

en
ce

 B
as

ed
 D

es
ig

n）
の

確
立
を
目
標
と
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
諸
外
国

の
文
献
を
精
査
し
た
。

 

 ４
．
今
後
の
課
題
 

①
マ
ト
リ
ク
ス
を
充
実
さ
せ
、

EB
D
と
の
関
連
で
環
境
づ
く

り
の
整
合
性
を
取
る
。

 

②
EB

D
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
建
築
を
両
立
す
る
た
め
の

項
目
を
整
理
す
る
。
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表
 
知
的
生
産
性
と
建
築
空
間
に
関
す
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
医
療
施
設
－
急
性
期
病
院
－
病
棟
）
 

病
 
 
 
棟

 

病
室
と
そ
の
周
辺

 
病
棟
内
諸
室

 

  
 
 
 
 
 
 
 
建
築
空
間

 
       
人
・
組
織
の
行
動

 

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

 
ク
リ
ニ
カ
ル
サ
ポ

ー
ト

 
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト

 
生
活
設
備

 
看
護
立
寄
り
ベ
ー

ス
 

患
者
諸
室

 
食
事
室
・
談
話
室

 
浴
室
・
便
所

 
屋
外
テ
ラ
ス

 

看
護
諸
室

 
(直
接
診
療

) 
処
置
室
・
面
談
室

 

看
護
諸
室

 
（

W
S)

 
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
・
講
義
室

 
休
憩
室
・
当
直
室

 
診
療
・
療
養

 
D
：

:診
察
、
治
療
、

観
察
、説
明
、指
示
、

研
修
医
へ
の
教
育

 
N

:診
療
、
観
察
、

説
明
、日
常
生
活
介

助
（
整
容
等
）

 
P：
療
養
、
訓
練
、

説
明
を
聞
く
、家
族

と
の
団
ら
ん
、

 
F：
世
話
、
相
談

 

N
：
指
示
の
確
認
、

看
護
準
備
・
後
始
末

P：
訓
練

 

P：
説
明
、
訓
練

 
N
：
介
助

 
P：
洗
面
・
排
泄
・

入
浴
、
訓
練

 
F：
介
助
・
後
始
末

 

N
：
看
護
準
備
・
後

始
末
・
記
録
・
家
族

へ
の
説
明

 
F：
説
明
受
け

 

N
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
指
導
、

 
P：
生
活
行
為
（
食

事
・
排
泄
）、
訓
練
、

療
養

 
F：
待
機
、
指
示
受

け
、

 

D
：
診
断
治
療
、
指

示
出
し
、病
状
説
明

P：
受
診
、

 

D
：
記
録
、
指
示
作

成
、

 
N
：
診
療
準
備
、
あ

と
片
づ
け
、

 

リ
ラ
ッ
ク
ス

 
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

 
P：
療
養
、
安
寧
、

気
分
転
換
、
読
書
・

TV
 

 
 

P：
休
息

 
F：
休
息
・
睡
眠
・

P：
入
浴

 
 

 
P：
食
事
、
急
速
、

家
族
と
の
談
話

 
F：
休
息
、
食
事
、

患
者
と
の
談
話
、家

族
間
談
話

 

 
 

N
：
休
息
、
仮
眠

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
（
フ
ォ
ー
マ
ル
）

 
D
・

N
：
患
者
・
家

族
へ
の
説
明
、看
護

師
へ
の
指
示
、

 
P：
職
員
か
ら
の
指

示
受
け

 

D
：
指
示
出
し

 
N
：
指
示
受
け

 
N
：
説
明
、
指
導

 
P・

F：
説
明
受
け

 
N
：
説
明
、
指
導

 
P・

F：
説
明
受
け

 
N
：
看
護
教
育

 
Ｎ
：
診
療
に
関
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

 
P・

F：
医
師
・
看

護
師
か
ら
の
説
明

受
け

 

D・
Ｎ
：
診
療
指
示
、

患
者
・
家
族
へ
の
説

明
 

P・
F：
説
明
受
け

 

N
：
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
、
指
導
・
教
育
、

面
談

 

人 ・ 組 織 の 行 動 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
）

 
N
：
患
者
と
世
間
話

P・
F：
世
間
話

 
 

 
P・

F：
会
話
・
団

ら
ん

 
N
：
世
間
話

 
P・

F：
世
間
話

 
N
：
看
護
師
ど
う
し

の
世
間
話

 
N
：
患
者
と
世
間
話

P・
F：
世
間
話

 
 

 
N
：
談
話
、
世
間
話

 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

 
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
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表
 
知
的
生
産
性
と
建
築
空
間
に
関
す
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
医
療
施
設
－
急
性
期
病
院
－
手
術
部
）
 

手
 
術
 
部

 

手
術
室
と
そ
の
周
辺

 
手
術
部
内
諸
室

 

  
 
 
 
 
 
 
 
建
築
空
間

 
       
人
・
組
織
の
行
動

 

受
入
れ
ス
ペ
ー
ス

 
（
乗
換
ス
ペ
ー
ス
）
手
術
部
廊
下

 
手
術
室

 
回
復
室

 
器
材
室

 
手
洗
い

 
展
開
・
配
盤
室

 
看
護
諸
室

 
（

W
S)

 
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
・
講
義
室

 

看
護
諸
室

 
（

W
S)

 
休
憩
室
・
当
直
室

 

手
術

 
診
療
行
為

 
D
：
説
明
、
指
示
、

研
修
医
へ
の
教
育

 
N
：
手
術
部
位
確

認
、
観
察
、
説
明
、

記
録
作
成

 
P：
説
明
受
け
、

 
F：
世
話
、
相
談

 

N
：
指
示
の
確
認
、

手
術
準
備
・
後
始
末

P：
待
機

 

D
：
説
明
、
麻
酔
導

入
、
麻
酔
管
理
、
抜

管
、
執
刀
、
教
育

 
N
器
械
出
し
、
患

者
観
察
、
片
付
け
、

記
録
、

 
P：
説
明
、
脱
衣
、

手
術

 

D
・

N
：
観
察
、
介

助
 

N
：
器
材
整
理
、
器

材
準
備

 
 

D
：
手
洗
い
、
ガ
ウ

ン
テ
ク
ニ
ッ
ク

 
N
：
配
盤
・
展
開
作

業
、ガ
ウ
ン
テ
ク
ニ

ッ
ク
、
看
護
教
育

 

D
：
記
録
、
指
示
作

成
、

 
N
：
記
録
、
計
画
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

 

 
 

リ
ラ
ッ
ク
ス

 
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

 
 

 
 

 
D
：
息
抜
き

 
P：
療
養

 
 

 
 

 
 

 
N
：
休
息
、
食
事
、

仮
眠

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
（
フ
ォ
ー
マ
ル
）

 
D
：
患
者
・
家
族
へ

の
説
明
、看
護
師
へ

の
指
示
、

 
N
：
患
者
へ
の
説

明
、
患
者
確
認
、
指

示
受
け
、指
示
確
認

P：
職
員
か
ら
の
指

示
受
け

 

D
：
指
示
出
し

 
N
：
指
示
受
け

 
D
・

N
：
チ
ー
ム
作

業
、
患
者
へ
の
指

示
、他
職
種
へ
の
指

示
、
報
告
、

 
N
：
説
明
、
指
導

 
P：
説
明
受
け

 

N
：
説
明
、
指
導

 
P：
説
明
受
け

 
N
：
他
職
種
と
の
器

材
確
認

 
D
・

N
：
診
療
指
示

N
：
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
、
指
導
・
教
育
、

面
談

 

D
・

N
：
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
、
指
導
・
教

育
、
面
談

 

人 ・ 組 織 の 行 動 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
）

 
N
：
患
者
と
世
間
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N
：
談
話
、
世
間
話

D
・

N
：
談
話
、
世

間
話

 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

 
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
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表
 
知
的
生
産
性
と
建
築
空
間
に
関
す
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
ー
環
境
性
能
検
討
条
件
（
医
療
施
設
－
急
性
期
病
院
－
病
棟
）
 

病
 
 
 
棟

 

病
室
と
そ
の
周
辺

 
病
棟
内
諸
室

 

  
 
 
 
 
 
 
 
建
築
空
間

 
       
人
・
組
織
の
行
動

 

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

 
ク
リ
ニ
カ
ル
サ
ポ

ー
ト

 
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト

 
生
活
設
備

 
看
護
立
寄
り
ベ
ー

ス
 

患
者
諸
室

 
食
事
室
・
談
話
室

 
浴
室
・
便
所

 
屋
外
テ
ラ
ス

 

看
護
諸
室

 
(直
接
診
療

) 
処
置
室
・
面
談
室

 

看
護
諸
室

 
（

W
S)

 
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
・
講
義
室

 
休
憩
室
・
当
直
室

 
診
療
・
療
養

 
D：
作
業
性
、
照
度
、

反
響
音

 
N：
作
業
性
、照
度
、

見
通
し
、

 
P：
清
潔
、
安
全
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、静

寂
性

 
F：
静
寂
性
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー

 

N：
照
度
、清
潔
性
、

P：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

Ｐ
：
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、環
境
コ
ン
ト
ロ

ー
ル

 
  

N
：
介
助
性
【
空
間

規
模
】
堅
牢
性

 
P：
清
潔
性
、
安
全

性
、
機
器
快
適
性
、

自
然
と
の
接
近
、眺

望
 

F：
介
助
・
後
始
末

 

N
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

N
：
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
の
距
離
、

 
P・

F：
病
室
と
の

位
置
関
係
、ウ
ェ
イ

フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン

グ
、環
境
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

 

D
・

N
・

P：
静
寂

性
、
臭
気
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー

 

D
：
照
度
、
作
業
性

 
N
：
作
業
性
（
他
の

部
署
と
の
関
係
）、

 

リ
ラ
ッ
ク
ス

 
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

 
P：
温
湿
度
、
静
寂

性
、
眺
望
、
自
然
と

の
接
近
、環
境
コ
ン

ト
ロ
ー
ル

 

 
 

P：
眺
望
、
静
寂
性

F
：
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、
眺
望
、
静
寂
性

P：
（
床
）
仕
上
げ
、 
 

 
P：
眺
望
、
自
然
と

の
接
近
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー

 
F：
眺
望
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー

 

 
 

N
：
照
度
、
眺
望
、

換
気
、リ
ラ
ッ
ク
ス

感
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
（
フ
ォ
ー
マ
ル
）

 
D
：
静
寂
性
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
、

 
P
：
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、
静
寂
性
、

 

D
：
静
寂
性

 
N
：
音
の
明
瞭
性

 
N
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

P・
F：
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
、
明
瞭
度

 

N
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

 
P・

F：
説
明
性

 
 

N
：

S
か
ら
の
距
離

P・
F：
プ
ラ
イ
バ

シ
ー

 

D
・

N
：
静
寂
性

 
P・

F：
静
寂
性

 
N
：
明
瞭
度

  

人 ・ 組 織 の 行 動 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
）

 
N
：
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、多
床
室
の
場
合

適
度
な

BG
N
な
ど

P・
F：
眺
望
、
適

度
な

BG
N

 

 
 

P・
F：
眺
望
、

 
N
：
眺
望
、
外
部
空

間
、
外
部
空
間

 
P・

F：
世
間
話

 

  
N
：

 
P・

F：
 

 
 

N
：
リ
ラ
ッ
ク
ス
感

 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

 
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
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表
 
知
的
生
産
性
と
建
築
空
間
に
関
す
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
ー
環
境
性
能
検
討
条
件
（
医
療
施
設
－
急
性
期
病
院
－
手
術
部
）
 

手
 
術
 
部

 

手
術
室
と
そ
の
周
辺

 
手
術
部
内
諸
室

 

  
 
 
 
 
 
 
 
建
築
空
間

 
       
人
・
組
織
の
行
動

 

受
入
れ
ス
ペ
ー
ス

 
（
乗
換
ス
ペ
ー
ス
）
手
術
部
廊
下

 
手
術
室

 
回
復
室

 
器
材
室

 
手
洗
い

 
展
開
・
配
盤
室

 
看
護
諸
室

 
（

W
S)

 
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
・
講
義
室

 

看
護
諸
室

 
（

W
S)

 
休
憩
室
・
当
直
室

 

手
術

 
診
療
行
為

 
D
：

 
N
：
作
業
性

 
P
：
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、
安
心
感
、
眺
望

（
自
然
）

 
F：
安
心
感
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー

 

N
：

 
P：
安
心
感

 
D
・

N
：
作
業
性
、

清
潔
度
、
温
湿
度
、

照
度

 、
 

P：
安
心
感
、
温
湿

度
 

D
・

N
：
作
業
性
、

自
然
採
光

 
N
：
作
業
性
、
清
潔

度
、
照
度

 
 

D
：
手
洗
い
器
形

状
、
ス
ペ
ー
ス

 
N
：
清
潔
度
、
ス
ペ

ー
ス
、

 

D
：

  
N
：

 
 

 

リ
ラ
ッ
ク
ス

 
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

 
 

 
 

 
D
・

N
：（
時
に
眺

望
、
自
然
）

 
P：
安
心
感
、
自
然

採
光
、
眺
望
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー

 

 
 

 
 

 
 

N
：
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、
眺
望

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
（
フ
ォ
ー
マ
ル
）

 
D
：

  
N
：

  
P
：
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、
安
心
感
、
眺
望

（
自
然
）

 

D
：

 
N
：

 
D
・

N
：

 
P：
安
心
感

 
N
：

 
P
：
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、
温
湿
度

 

N
：
見
通
し
、
照
度

D
・

N
：

 
N
：

 
D
・

N
：
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
、

 

人 ・ 組 織 の 行 動 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
）

 
N
：
安
心
感

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

N
：

 
D
・

N
：

 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

 
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
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表
 
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
性
と

Ev
id

en
ce

 B
as

ed
 D

es
ig

n（
EB

D
）
の
相
関
図
 
（

An
sh

en
+

Al
le

n）
 

 
経
験

  
 
経
路
探
索

  
 
動
線
短
縮

  
 
患
者
・
職
員
分
離

  
 
採
光

  
 
外
部
ア
ク
セ
ス

  
 
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

  
 
眺
望

  
 
騒
音
軽
減

  
 
患
者
選
択

  
 
環
境
制
御

  
 

  

安
全

  
 
薬
品
安
全

  
 
診
断
見
通
し

  
 
タ
ス
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

  
 
症
度
別
患
者
区
分

  
 
手
洗
い

  
 
換
気

  
 
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー

  
 
無
害
な
素
材

  
 
適
正
な
診
療
材
料

  
 
医
療
に
関
す
る
設
備

  

運
営
効
率

  
 
同
線
分
離

  
 
物
品
供
給

  
 
動
線
計
画

  
 
適
正
階
高

  
 
コ
ス
ト
戦
略

  
 
慈
善
活
動

  

技
術

  
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
  

 
遠
隔
サ
ポ
ー
ト

  
 
患
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

  
 
放
射
線
治
療

  
 

IC
U

  

長
期
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ

  
 
拡
張
可
能
性

  
 
内
部
変
更
可
能
性

  
 
増
築
余
地

  
 
モ
ジ
ュ
ラ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

  
 
水
平
ゾ
ー
ン
の
確
保

  
 
垂
直
ゾ
ー
ン
の
確
保

  
 
多
目
的
性

  

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
敷
地

  
 
農
地
・
未
開
発
・
文
化
サ
イ
ト

を
避
け
る

  
 
徒
歩
圏
域
 

  

 
 

 
 

 
  

給
排
水

  
 
廃
水
処
理

  
 
中
水
利
用
 

  

 
 

 
 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー

  
 
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

  
 
適
正
な
外
装

  
 
適
正
換
気
可
能
サ
イ
ズ

  
 

  

 
 

 
 

 

医
療
材
料
・
資
材

  
 
既
存
施
設
利
用

  
 
建
材
等
の
再
利
用

  
 

  

 
 

 
 

 

室
内
環
境
性
能

  
 
有
害
建
材
の
排
除

  
 
植
物
清
掃
の
選
択

  
 
新
鮮
空
気
の
供
給

  
 
排
出
物
の
削
減

  
 
汚
染
物
質
の
制
御
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表
 
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
と
ア
ウ
ト
カ
ム
の
向
上
 
文
献
の
例
 

N
o.

 
研
究
論
文

 
調
査
し
た
環
境
変
数

計
測
し
た
ア
ウ

ト
カ
ム

 
調
査
法

 
サ
ン
プ
ル
の
説
明

 
主
な
研
究
結
果

 

1 
A

ar
on

, J
. N

., 
C

ar
lis

le
,C

. C
., 

C
ar

sk
ad

on
, M

.A
., 

M
ey

er
, T

. 
J.

, H
ill

,N
. S

., 
&

 M
ill

m
an

, R
. P

. 
(1

99
6)

. 
中
間
集
中
呼
吸
管
理
室

(i
nt
er
me
di
at
e 
re
sp
ir
at
or
y 

ca
re
 u
ni
t)
に
お
け
る
睡
眠
障
害

の
原
因
と
し
て
の
環
境
騒
音
 

S
le

ep
, 1

9(
9)
, 
70
7-
71
0 

サ
ウ
ン
ド
メ
ー
タ
で

計
測
す
る
騒
音

 
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ

フ
計
に
よ
り
計

測
さ
れ
る
睡
眠

障
害

 

準
実
験
法
；

 
仮
説
法
；

 
サ
ウ
ン
ド
メ
ー
タ
；

 
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ（
睡

眠
中
の
生
理
学
的
変

数
数
の
計
測
を
含
む

診
断
テ
ス
ト
）

 

中
間
集
中
呼
吸
管
理
室

(I
RC
U)
の
患
者
6
名
に

つ
い
て
30
分
間
の
61

セ
グ
メ
ン
ト
で
記
録
し

た
。

 

≥8
0 

dB
A
の
騒
音
ピ
ー
ク
と
睡
眠
覚
醒
と
の
間
に
は
強
い
相
関
関
係

(r 
= 

0.
57

)が
認
め
ら
れ
た
。
睡
眠
期
間
を
騒
音
ピ
ー
ク
数
に
基
づ
い
て
静
寂
、
や

や
う
る
さ
い
、
非
常
に
う
る
さ
い
に
分
類
し
た
場
合
、
静
寂
な
時
に
睡
眠
か

ら
覚
醒
す
る
件
数
は
、
非
常
に
う
る
さ
い
時
に
比
べ
有
意
に
少
な
か
っ
た
。

環
境
騒
音
は

IR
C

U
に
お
け
る
睡
眠
障
害
の
重
大
な
原
因
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。

 

2 
A

ck
er

m
an

, B
., 

Sh
er

w
on

it,
 

E.
, &

 F
is

k,
 W

. (
19

89
). 

偶
発
的
暴
露
光
量
の
減
少
：
低
出

生
体
重
児
の
未
熟
児
網
膜
症
発
症

へ
の
影
響
 

P
ed

ia
tri

cs
, 8

3(
6)
, 
95
8-
 

96
2.

 

新
生
児
集
中
治
療
室

内
に
お
け
る
偶
発
的

照
明

 

未
熟
児
網
膜
症

の
発
症

 
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
群
を
使
用

し
た
実
験
的
研
究
：
各

対
照
群
に
対
し
、そ
れ

ぞ
れ
デ
ー
タ
を
取
得

し
た

 

対
照
群
：
Ya
le
 
Ne
w 

He
av
en
病
院
の
新
生
児

特
殊
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
に

入
院
し
て
い
る
12
9
名

の
新
生
児
：
実
験
群
：

上
記
と
同
じ
ユ
ニ
ッ
ト

に
入
院
し
て
い
る
16
1

名
の
新
生
児
。
 

2
群
間
で
未
熟
児
網
膜
症
の
発
生
率
お
よ
び
重
篤
度
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

 

3 
A

lla
ou

ch
ic

he
, B

., 
D

uf
lo

, F
., 

D
eb

on
, R

., 
B

er
ge

re
t, 

A
., 

&
 

C
ha

ss
ar

d,
 D

. (
20

02
). 

術
後
回
復
室

(P
A

C
U

)に
お
け
る

騒
音
。

 
B

rit
is

h 
Jo

ur
na

l o
f 

A
na

es
th

es
ia

, 8
8(

3)
, 3

69
-3

73
 

術
後
回
復
室

(P
A

C
U

)に
お
け
る

騒
音
源
と

dB
A
レ

ベ
ル

/ピ
ー
ク

 

騒
音
レ
ベ
ル
：
患

者
の
騒
音
認

識
；
自
己
報
告
に

よ
る
不
快
感

 

準
実
験
法
；
デ
シ
ベ
ル

数
の
記
録
；
騒
音
ピ
ー

ク
の
観
察
；
患
者
の
不

快
感
を
評
価
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト

 

開
放
型
（
オ
ー
プ
ン
）

病
棟
の
26
名
の
患
者
、

35
床
手
術
部
の
術
後
回

復
室
(P
AC
U)
5
床
；

20
,1
87
の
騒
音
測
定
 

平
均

dB
A
レ
ベ
ル

(5
秒
間
隔

)は
67

.1
、
最
大

(5
秒
間
隔

)は
75

.7
、
最
小

48
.6
。
均
等
目
盛
を
使
用
し
た
ピ
ー
ク
騒
音
の
平
均
は

12
6.

2d
BA
。
開
放
型

病
棟
で
の
ス
タ
ッ
フ
の
会
話
は

65
dB

A
を
超
え
る
騒
音
の

56
%
を
占
め
た
。

他
の
騒
音
源

(ア
ラ
ー
ム
、
電
話
、
看
護
ケ
ア

)は
そ
れ
ぞ
れ

10
%
未
満
だ
っ

た
。

5
名
の
患
者
が
騒
音
に
よ
る
障
害
を
報
告
し
た
。

PA
C

U
を
う
る
さ
い

と
感
じ
た
患
者
と
そ
う
は
感
じ
な
か
っ
た
患
者
と
の
間
で
、
計
測
さ
れ
た
騒

音
レ
ベ
ル
に
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

 
4 

A
st

ed
t-K

ur
ki

, P
., 

Pa
un

on
en

, 
M

., 
&

 L
eh

ti,
 K

. (
19

97
). 

病
院
に
お
け
る
家
族
の
役
割
体

験
：
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
タ
デ
ィ

 
Jo

ur
na

l o
f A

dv
an

ce
d 

N
ur

si
ng

, 2
5(

5)
, 9

08
-9

14
. 

患
者
の
家
族
が
見
舞

い
に
訪
れ
た
際
に
病

院
内
で
過
ご
す
場
所

家
族
の
体
験

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
病
院

に
お
け
る
神
経
学
病
棟

で
の
患
者
の
家
族
50
名
 

患
者
ベ
ッ
ド
の
傍
で
家
族
が
過
ご
す
時
間
は
長
く
、

1
日
数
時
間
過
ご
す
人

が
大
半
で
あ
る
。
見
舞
い
に
訪
れ
る
場
所
は
約
半
数
が
患
者
の
病
室
、

20
%

が
病
棟
の
ラ
ウ
ン
ジ
、

21
%
が
病
院
の
カ
フ
ェ
と
な
っ
て
い
る
。
家
族
は
患

者
と
共
に
家
族
だ
け
で
過
ご
せ
る
場
所
を
求
め
て
い
る
。
病
院
が
家
族
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
上
で
最
も
重
要
な
事
柄
と
し
て
は
、
患
者
の
ケ
ア
と
治
療
に
つ

い
て
常
に
家
族
に
知
ら
せ
る
、
が
挙
げ
ら
れ
た
。

 

5 
B

ak
er

, C
. F

. (
19

84
). 

IC
U
に
お
け
る
過
剰
な
感
覚
的
負

担
と
騒
音
：
環
境
ス
ト
レ
ス
の
要

因
。

 
C

rit
ic

al
 C

ar
e 

Q
ua

rt
er

ly
, 6

(4
), 

66
-8

0.
 

騒
音
に
焦
点
を
当
て

た
、
過
剰
な
感
覚
負

担
に
関
す
る
環
境
的

要
因
。

 

集
中
治
療
室

(IC
U

)の
患
者
に

対
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
影
響

 

研
究
論
文
の
レ
ビ
ュ

ー
 

約
40
文
献
 

本
論
文
は
主
に
騒
音
に
関
す
る
研
究
を
調
べ
た
。騒
音
の
物
理
的
特
性

(騒
音

の
大
き
さ
、
感
知
し
た
う
る
さ
さ
、
騒
音
に
対
す
る
反
応

)、
お
よ
び
患
者
に

与
え
る
生
理
学
的
影
響

(血
圧
、心
拍
数

)と
精
神
学
的
影
響

(睡
眠
不
足
、I

C
U

精
神
病
、
苦
痛

)、
騒
音
の
原
因
と
レ
ベ
ル
、
お
よ
び
騒
音
制
御
策
に
つ
い
て

検
討
・
考
察
し
た
。
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表
 

EB
D
文
献
リ
ス
ト
の
一
例

 

 

1
0



 
図
 
在
院
期
間
短
縮
の
た
め
の
看
護
の
質
向
上
（

D
r. 

Pa
ul

 B
ar

ac
h）

 

 
 

 
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
の
在
院
期
間
短
縮
を
図
る
た
め
に
は
、
自
然
光
、
眺
望
が
重
要
で
あ
り
、
院
内
感
染
・
転
倒
/転
落
・
薬
物
事
故
の
減
少
が
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
つ
い
て
エ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
を
作
成
し
な
が
ら
推
進
す
る

EB
D
（

Ev
id

en
ce

 B
as

ed
 D

es
ig

n）
の
考
え
方
の
導
入
を
目
指
す
。
 

 

1
1


